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一
　
関
城
の
趾

東
京
の
人
士
、
若

し
土
曜
日
よ
り
泊
り
が
け
に
て
山
に
上
ら
む
と
な
ら
ば
、
余

は
先
づ
筑
波
登
山
を
提
出
せ
む
と
す
る
也
。

　
上
野
よ
り
水
戸
線
に
由
り
て
、
土
浦
ま
で
汽
車
に
て
二
時
間
半
、
土
浦
よ
り

北
条
ま
で
四
里
、
馬
車
に
て
二
時
間
、
北
条
よ
り
筑
波
町
ま
で
一
里
、
徒
歩
し

て
一
時
間
、
都
合
六
時
間
以
内
の
行
程
、
こ
れ
東
京
よ
り
の
順
路
な
る
が
、
上

野
発
が
午
後
二
時
二
十
分
な
れ
ば
、
途
中
に
て
日
が
暮
る
べ
し
。
山
に
上
ら
う

と
い
ふ
者
は
、
そ
れ
く
ら
ゐ
の
事
は
辛
捧






せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
筑
波
山
麓
よ
り

筑
波
町
ま
で
、
ほ
ん
の
五
六
町
の
坂
路
也
。
筑
波
町
に
着
き
さ
へ
す
れ
ば
、
旅

館
四
つ
五
つ
あ
り
。
そ
の
夜
一
泊
し
て
、
翌
朝
山
に
上
る
べ
し
。
往
復
五
時
間

あ
れ
ば
十
分
也
。
筑
波
町
に
て
午
食
し
て
、
昨
日
の
路
を
帰
る
と
す
れ
ば
、
土

浦
ま
で
歩
き
て
も
、
そ
の
日
の
中
に
は
、
東
京
に
帰
ら
る
ゝ
也
。

　
こ
と
し
の
九
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
と
、
休
日
が
二
日
つ
ゞ
き
け
れ
ば
、

三
児
を
伴
ひ
、
桃
葉
を
あ
は
せ
て
同
行
五
人
、
上
野
よ
り
日
光
線
に
由
り
、
小

山
に
て
乗
り
か
へ
て
下
館
に
下
る
。
下
館
よ
り
筑
波
町
ま
で
五
里
、
大
島
ま
で

は
馬
車
通
ず
。
さ
れ
ど
、
我
等
は
下
妻
さ
し
て
行
く
こ
と
二
里
、
梶
内
よ
り
右

折
し
て
関
城
の
趾
を
探
り
、
若
柳
、
中
上
野
、
東
石
田
、
沼
田
を
経
て
、
一
時

間
ば
か
り
は
闇
中
を
歩
き
て
、
筑
波
町
に
宿
り
ぬ
。
全
二
日
の
行
程
な
れ
ば
、

筑
波
登
山
の
外
、
関
城
趾
の
覧
古





を
兼
ね
た
る
也
。

　
日
本
歴
史
に
趣
味
を
有
す
る
者
は
、
何
人






も
北
畠
親
房






の
関
城
書
と
い
ふ
者

を
知
れ
る
な
る
べ
し
。
其



書
、
群
書
類
従
の
中
に
収
め
ら
る
。
こ
れ
当
年
親
房

が
結
城
親
朝
に
与
へ
た
る
手
紙
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
る
も
の
也
。
親
房
は
言

ふ
ま
で
も
な
く
、
南
朝
の
柱
石
也
。
親
朝
も
、
も
と
は
南
朝
の
忠
臣
な
り
き
。

其
父
宗
広
は
建
武
中
興
に
与





つ
て
大
い
に
功
あ
り
て
、
勤
王
に
始
終
し
た
り
き
。

親
朝
父
と
共
に
王
事
に
つ
く
し
た
り
。
宗
広
死
す
る
に
臨
み
て
、
必
ず
賊
を
滅

せ
よ
と
さ
へ
遺
言
し
た
り
。
親
房
の
子
顕
家
、
鎮
守
府
将
軍
と
な
り
て
陸
奥
に

至
り
し
時
、
親
朝
は
評
定
衆
、
兼
引
付
頭
人
と
な
り
て
国
政
に
参
与
し
た
り
。

後
に
下
野
守
護
と
な
り
、
大
蔵
権
大
輔
と
な
り
、
従
四
位
を
授
け
ら
れ
、
修
理

権
太
夫
に
ま
で
も
進
め
り
。
思
ふ
に
関
東
の
一
大
豪
族
、
武
略
と
共
に
材
能
も

あ
り
て
、
当
時
有
数
の
人
材
也
。
然



る
に
、
南
風
競
は
ず
、
北
朝
の
勢
、
益
々

隆
ん
な
る
に
及
び
、
父
の
遺
言
を
反

古

に
し
、
半
生
の
忠
節
に
泥
を
塗
り
て
、

終


に
賊
に
附
し
た
り
。
関
城
書
は
、
親
房
が
関
城
に
孤
立
せ
し
際
、
親
朝
が
ま

だ
形
勢
を
観
望
せ
る
に
当
り
、
大
義
を
説
き
て
、
そ
の
心
を
飜





へ
さ
む
と
せ
し

も
の
也
。
辞
意
痛
切
、
所
謂






懦

夫

を
起
た
し
む
る
の
概
あ
り
。
然
れ
ど
も
、
親

朝
の
腐
れ
た
る
心
に
は
、
馬
耳
に
東
風
、
城
陥
り
て
、
親
房
の
雄
志
終
に
伸
び

ず
。
名
文
空
し
く
万
古
に
存
す
。

　
当
年
の
関
城
主
は
誰
ぞ
や
。
関
宗
祐
、
宗
政
父
子
也
。
延
元
三
年
、
親
房
は

宗
良
親
王
を
奉
じ
て
東
下
せ
し
に
、
颶

風







に
遭
ひ
て
、
一
行
の
船
四
散
し
、

親
房
は
常
陸
に
漂
着
し
、
ひ
と
先
づ
小
田
城
に
入
る
。
然
る
に
城
主
小
田
治
久

賊
に
心
を
寄
せ
け
れ
ば
、
関
城
に
移
れ
り
。
宗
祐
は
無
二
の
忠
臣
也
。
親
房
を

奉
じ
て
忠
節
を
尽
せ
り
。
当
時
、
関
東
は
幾



ん
ど
す
べ
て
賊
に
附
し
て
、
結
城

親
朝
さ
へ
心
を
飜
し
ぬ
。
唯
々
宗
祐
の
関
城
を
根
拠
と
し
て
、
伊
佐
城
主
の
伊

達
行
親
、
真
壁
城
主
の
真
壁
幹
重
、
大
宝
城
主
の
下
妻
政
泰
、
駒
城
主
の
中
御

門
実
寛
だ
け
が
南
朝
に
属
せ
し
が
、
興
国
四
年
十
一
月
、
高
師
冬
大
挙
し
て
来

り
攻
む
る
に
及
び
、
大
宝
城
陥
り
て
政
泰
討
死
し
、
関
城
も
陥
り
て
宗
祐
父
子

討
死
し
、
親
房
は
吉
野
に
走
れ
り
。
こ
れ
よ
り
関
東
全
く
北
朝
に
帰
す
る
に
至

り
ぬ
。

　
大
宝
沼
の
北
端
、
三
方
水
に
囲
ま
れ
た
る
丘
上
は
、
こ
れ
関
城
の
趾
也
。
沼

に
臨
み
て
宗
祐
父
子
の
墓
あ
り
。
関
城
の
碑
も
立
て
り
。
大
宝
沼
は
城
趾
の
両

3



側
を
挟
さ
ん
で
、
遠
く
南
に
延
び
、
そ
の
尽
く
る
処
を
知
ら
ず
、
東
の
方
二
三

里
を
隔
て
て
、
筑
波
の
積
翠






を
天
半
に
仰
ぐ
。
風
光
の
美
、
既
に
人
を
し
て
去

る
能



は
ざ
ら
し
む
る
に
、
忠
魂
長
く
留
ま
れ
る
処
、
山
河
更
に
威
霊
を
添
ふ
る

を
覚
ゆ
。
茫
々
五
百
年
、
恩
讐
両



つ
な
が
ら
存
せ
ず
。
苦
節
ひ
と
り
万
古
に
か

を
る
。
明
治
の
世
に
な
り
て
、
宗
祐
は
正
四
位
を
贈
ら
れ
、
宗
政
は
従
四
位
を

贈
ら
る
。
地
下
の
枯
骨
、
茲



に
聖
恩
に
沽

へ
る
也
。

　
二
　
筑
波
登
山

路
傍
の
草
中
に
、
蛙
の
悲
鳴
す
る
を
聞
く
。
蛇
が
蛙
を
呑
み
居
る
な
ら
ん
。
助

け
て
や
れ
と
て
、
石
を
な
ぐ
れ
ば
、
蛙
を
く
は
へ
た
る
蛇
あ
ら
は
れ
て
逃
げ
ゆ

く
。
木
の
枝
を
折
り
取
り
て
蛇
を
打
て
ば
、
蛇
弱
り
て
、
蛙
飛
び
去
る
。
今
一

打
を
蛇
の
頭
上
に
加
ふ
れ
ば
、
頭
つ
ぶ
れ
て
死
す
。
子
供
ど
も
、
快
哉
と
呼
ぶ
。

日
暮
れ
た
る
後
、
ま
た
蛙
の
悲
鳴
を
聞
く
。
小
石
を
二
つ
三
つ
な
ぐ
れ
ど
、
な

ほ
悲
鳴
を
聞
く
。
大
な
る
石
を
な
げ
つ
く
れ
ば
、
悲
鳴
は
聞
え
ず
な
り
ぬ
。
蛇

死
し
て
蛙
の
が
れ
た
る
か
、
蛇
蛙
共
に
死
し
た
る
か
、
そ
れ
と
も
蛇
命
を
全
う

し
て
蛙
を
呑
み
了
り
た
る
か
、
闇
中
の
事
な
れ
ば
、
知
る
に
由
な
し
。
こ
れ
筑

波
の
途
上
、
親
子
が
興
じ
あ
ひ
た
る
い
た
づ
ら
也
。

　
沼
田
村
よ
り
山
路
に
さ
し
か
ゝ
る
。
林
間
の
一
路
、
闇
さ
は
闇
し
、
家
は
無

し
。
十
六
を
か
し
ら
に
、
末
の
子
が
十
一
、
何
も
見
え
ざ
る
に
、
足
の
疲
れ
を

覚
え
け
む
、
筑
波
町
は
ま
だ
で
す
か
、
ま
だ
で
す
か
。
も
う
ぢ
き
だ
、
ぢ
き
だ
、

男
だ
。
辛
捧
せ
よ
と
呼
び
か
は
し
て
行
く
程
に
、
灯
光
路
に
当
る
。
こ
れ
が
筑

波
町
か
と
思
ひ
の
外
、
山
中
の
一
軒
家
也
。
ま
だ
何
町
あ
る
か
と
聞
け
ば
、
も

う
二
三
町
也
。
こ
の
闇
き
に
、
提

灯







な
き
は
危
し
。
提
灯
つ
け
て
送
ら
せ
ん

と
い
ふ
。
田
舎
に
う
れ
し
き
は
、
人
の
深
切






也
。
そ
れ
に
は
及
ば
ず
と
断
り
て
、

な
ほ
闇
を
さ
ぐ
り
、
筑
波
町
に
達
し
て
宿
り
ぬ
。

　
筑
波
に
遊
ぶ
こ
と
、
こ
れ
で
三
度
目
也
。
在
来
の
書
物
に
は
、
筑
波
町
よ
り

頂
上
ま
で
一
里
卅
二
町
と
あ
れ
ど
こ
の
頃
新
し
く
処
々
に
立
て
ら
れ
た
る
木
標

の
示
す
所
に
よ
れ
ば
、
男
体
山
ま
で
廿
一
町
廿
三
間
、
男
体
山
よ
り
女
体
山
ま

で
八
町
、
女
体
山
よ
り
廿
五
町
半
、
往
復
都
合
凡



そ
五
十
五
町
也
。
そ
れ
を
朝

七
時
に
宿
を
出
て
、
十
二
時
に
戻
り
来
り
ぬ
。
茶
店
の
路
を
要
す
る
も
の
、
男

体
の
途
に
三
つ
、
女
体
の
途
に
二
つ
、
頂
上
に
三
つ
。
下
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
上
つ

て
来
て
居
り
ま
す
。
や
す
ん
で
い
ら
つ
し
や
れ
と
強
ひ
ら
れ
て
、
素
通
り
も
出

来
ず
。
一
軒
に
五
分
づ
ゝ
休
む
と
し
て
も
、
都
合
四
十
分
か
ゝ
る
。
蘭
を
採
つ

た
り
、
つ
く
ば
ね
の
実
を
採
つ
た
り
、
山
毛
欅
茸
を
採
つ
た
り
、
路
草
く
ふ
こ

と
も
多
か
り
し
か
ば
、
斯

く
五
時
間
も
長
く
か
ゝ
り
た
る
也
。

　
男
体
山
へ
上
る
途
の
名
所
は
、
小
町
桜
と
、
水
無
川
の
、
水
源
と
也
。
小
町

桜
の
あ
る
処
は
、
む
か
し
日
本
武
尊












の
休
憩
あ
ら
せ
ら
れ
し
処
と
称
す
。
水

無
川
は
、
百
人
一
首
に
あ
る
陽
成
院
の
『
筑
波
根
の
峯
よ
り
落
つ
る
水
無
川
恋

ぞ
つ
も
り
て
淵
と
な
り
ぬ
る
』
に
て
、
有
名
な
る
も
の
也
。
女
体
の
途
の
名
所

に
は
、
弁
慶
七
戻
あ
り
、
一
種
の
石
門
也
。
上
に
横
は
れ
る
大
石
、
落
ち
ん
と

し
て
落
ち
ず
、
さ
す
が
の
弁
慶
も
、
過
ぐ
る
を
は
ゞ
か
り
た
り
と
は
、
と
ん
だ

引
合
に
出
さ
れ
た
る
も
の
也
。

　
頂
上
に
は
、
男
体
女
体
の
二
尖
峯
相
並
び
て
突
起
し
、
南
に
離
れ
て
連
歌
岳

あ
り
、
東
に
つ
ら
な
り
て
宝
珠
岳
あ
り
。
な
ほ
女
体
よ
り
の
下
り
路
に
、
北
斗

石
、
紫
雲
石
、
高
天
原
、
側
面
大
黒
石
、
背
面
大
黒
石
、
出
船
入
船
な
ど
の
奇

巌
、
峯
上
に
突
起
す
。
就

中







女
体
峯
頭
が
最
も
高
く
、
且

つ
眺
望
最
も
す
ぐ

れ
た
れ
ど
、
こ
の
日
は
濃
霧
濛
々
と
し
て
眺
望
少
し
も
開
け
ざ
り
き
。
男
体
山

に
は
伊
弉
諾
尊










を
祀
り
、
女
体
山
に
は
伊
弉
冊
尊










を
祀
る
。
其
外






、
頂
上
に
摂

社
頗





る
多
し
。
男
体
の
一
角
に
測
候
所
あ
り
。
こ
れ
明
治
三
十
五
年
に
故
山
階

宮
菊
磨
王
殿
下
の
設
立
し
給
へ
る
所
、
筑
波
山
新
た
に
光
彩
を
添
へ
ぬ
。
然
る

4秋の筑波山



に
、
殿
下
今
や
亡
し
。
測
候
所
は
文
部
省
が
引
継
げ
り
と
聞
く
。
金
枝
玉
葉
の

御
身
を
以
て
、
斯
か
る
山
上
に
測
候
所
を
設
立
し
給
ひ
し
御
志
の
程
、
世
に
も

尊
く
仰
が
る
ゝ
哉
。
殿
下
御
在
世
の
時
、
同
妃
殿
下
、
登
山
せ
さ
せ
給
ひ
て
、

　
　
筑
波
根
の
峯
に
建
て
た
る
や
ぐ
ら
に
も

　
　
　
あ
ら
は
れ
に
け
り
君
が
い
さ
を
は

　
三
　
小
田
城
と
太
田
三
楽

　
　
筑
波
山
は
山
し
げ
山
し
げ
け
れ
ど

　
　
　
思
ひ
入
る
に
は
さ
は
ら
ざ
り
け
り

　
げ
に
、
古
よ
り
樹
木
し
げ
か
り
け
む
。
筑
波
山
の
高
さ
は
僅
に
三
千
尺
ぐ
ら

ゐ
な
れ
ど
、
関
東
平
野
の
中
に
孤
立
せ
る
を
以
て
、
関
東
に
て
は
、
何
処
か
ら

も
見
ゆ
。
随





つ
て
、
筑
波
山
上
よ
り
は
、
関
東
を
残
ら
ず
見
渡
す
を
得
べ
し
。

関
城
趾
方
面
よ
り
は
、
男
体
の
み
が
見
え
て
、
女
体
は
見
え
ず
。
右
に
豊
凶
山

を
ひ
か
へ
、
左
に
葦
穂
、
加
波
、
雨
引
の
三
山
を
ひ
か
へ
て
、
勢
、
秀
抜
也
。

こ
れ
側
面
観
な
る
が
、
正
面
よ
り
、
即
ち
山
麓
の
臼
井
村
よ
り
見
れ
ば
、
男
体

女
体
の
双
峯
天
を
刺
し
て
満
山
鬱
蒼
た
り
。
春
日
山
や
、
嵐
山
や
、
東
山
や
、

近
畿
に
は
鬱
蒼
た
る
山
多
け
れ
ど
も
、
関
東
の
山
に
は
樹
木
少
な
し
。
唯
々
筑

波
山
の
み
は
樹
木
鬱
蒼
と
し
て
、
関
東
の
単
調
を
破
る
。

　
午
後
一
時
、
筑
波
町
を
発
足
し
て
帰
路
に
就
く
。
北
条
ま
で
歩
き
て
馬
車
に

乗
る
。
小
田
村
の
路
傍
、
「
こ
れ
よ
り
南
三
町
小
田
城
趾
」
と
し
る
せ
る
木
標

の
立
て
る
を
見
る
。
こ
れ
当
年
北
畠
親
房
が
一
時
た
て
こ
も
り
た
る
処
也
。
然

る
に
城
主
小
田
治
久
は
勢
を
見
て
北
朝
に
附
し
ぬ
。
瓜
の
つ
る
に
茄
子
は
な
ら

ず
。
祖
先
が
祖
先
な
れ
ば
、
子
孫
も
子
孫
、
こ
の
小
田
氏
は
戦
国
時
代
に
な
り

て
も
、
勢
を
見
て
北
条
氏
に
附
し
ぬ
。
さ
れ
ど
、
本
城
は
太
田
三
楽
に
取
ら
れ

た
り
。

　
太
田
三
楽
は
、
太
田
道
灌
の
曾
孫
也
。
智
仁
勇
を
兼
ね
た
る
名
将
と
し
て
鳴

り
と
ゞ
ろ
き
た
る
英
雄
な
る
が
、
其
一
生
は
失
敗
の
歴
史
也
。
豊
臣
秀
吉
小
田

原
征
伐
の
際
、
徳
川
家
康
に
謂
つ
て
曰
く
、
関
東
に
二
つ
の
不
思
議
あ
り
。
卿

之
を
知
れ
り
や
。
曰
く
、
其
一
は
太
田
三
楽
な
ら
む
。
曰
く
、
然
り
。
曰
く
、

今
一
つ
は
思
ひ
う
か
ば
ず
。
曰
く
、
矢
張
り
太
田
三
楽
也
。
我
等
の
如
き
者
で

も
、
天
下
を
取
れ
る
に
、
三
楽
の
如
き
人
が
一
国
も
取
り
得
ざ
る
が
不
思
議
な

る
也
と
。
三
楽
は
非
凡
の
英
雄
也
。
故
に
秀
吉
も
家
康
も
期
せ
ず
し
て
、
こ
れ

を
関
東
の
一
不
思
議
と
し
た
り
。
宇
佐
美
定
行
も
言
へ
り
、
当
代
、
主
君
と
仰

ぐ
に
足
る
べ
き
人
は
、
わ
が
謙
信
公
の
外
に
唯
々
三
楽
あ
る
の
み
と
。
斯
か
る

英
雄
が
一
国
も
取
り
得
ざ
る
は
、
不
思
議
と
云
へ
ば
不
思
議
な
れ
ど
も
、
実
は

不
思
議
に
非
ず
。
三
楽
が
若

し
も
小
田
氏
の
如
く
勢
に
附
し
た
ら
ば
、
失
敗
は

せ
ざ
り
し
な
ら
む
。
三
楽
は
※
骨






を
有
す
。
成
敗
以
外
に
、
巍
然





と
し
て
男
子

の
意
気
地
を
貫
き
た
り
。
成
敗
を
以
て
英
雄
を
論
ず
べ
か
ら
ず
と
は
、
三
楽
の

事
也
。
滅
亡
に
瀕
せ
る
上
杉
氏
を
助
け
て
、
旭
日
の
勢
あ
る
北
条
氏
に
抗
し
た

り
。
安
房
の
里
見
義
弘
と
結
び
た
る
も
、
鴻
の
台
の
一
戦
に
大
敗
し
た
り
。
越

後
の
上
杉
謙
信
を
頼
み
た
る
も
、
謙
信
は
関
東
に
全
力
を
注
ぐ
能
は
ざ
り
き
。

失
敗
又
失
敗
、
本
城
の
岩
槻
さ
へ
取
ら
れ
、
は
る
／
″
＼
常
陸
ま
で
落
ち
ゆ
き

て
佐
竹
義
宣
を
た
よ
り
、
片
野
に
老
後
の
身
を
寄
せ
た
り
。
然
れ
ど
も
、
雄
志

毫


も
衰
へ
ず
。
老
武
者
の
英
姿
は
、
い
つ
も
筑
波
山
下
に
躍
動
し
た
り
き
。

　
父
の
小
田
天
庵
、
藤
沢
に
居
り
、
子
の
守
治
、
小
田
に
居
る
。
三
楽
は
程
近

き
片
野
に
在
り
て
日
夜
工
夫
を
こ
ら
せ
ど
、
如
何
せ
む
。
敵
の
城
は
か
た
く
、

我
兵
は
少
な
し
。
唯
々
小
田
天
庵
は
毎
年
大
晦
日
に
、
年
忘
と
て
連
歌
の
会
を
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催
し
、
酒
宴
暁
に
至
る
を
定
例
と
せ
り
。
三
楽
之
を
聞
き
知
り
て
、
乗
ず
べ
き

は
此
時
な
り
と
勇
み
ぬ
。
さ
れ
ど
、
手
兵
の
み
に
て
は
不
足
也
。
茲



に
真
壁
掃

部
助
と
言
ひ
あ
は
せ
て
、
一
の
窮
策
を
案
じ
出
だ
せ
り
。
小
田
の
重
臣
に
内
応

す
る
も
の
あ
り
、
乗
ず
べ
し
と
て
、
佐
竹
方
や
多
賀
方
の
豪
傑
ど
も
を
招
き
、

そ
の
内
応
の
手
紙
さ
へ
示
し
た
る
に
、
豪
傑
ど
も
、
三
楽
に
加
勢
す
る
こ
と
を

諾
す
。
然
る
に
愈
々






小
田
城
に
押
し
よ
せ
て
見
れ
ば
、
一
向
内
応
の
模
様
な
し
。

諸
将
こ
は
如
何
に
と
怪
し
め
ば
、
実
は
内
応
あ
り
た
る
に
非
ず
。
手
紙
も
、
に

せ
手
紙
也
。
唯
々
連
歌
の
酒
宴
あ
る
夜
な
れ
ば
、
内
応
に
も
ま
し
て
都
合
よ
し
。

願
は
く
は
一
臂





の
力
を
か
さ
れ
よ
と
い
ふ
。
こ
れ
も
一
理
あ
り
。
今
更
ぐ
ず
〳

〵
言
ひ
て
も
仕
方
な
し
と
て
、
一
呼
し
て
城
を
抜
き
た
り
。
そ
の
後
、
天
庵
は

一
度
小
田
城
を
と
り
か
へ
し
た
る
が
、
再
び
三
楽
に
取
ら
れ
た
り
。
か
ゝ
る
程

に
、
大
敵
外
よ
り
あ
ら
は
れ
、
北
条
氏
は
秀
吉
の
為
に
亡
ぼ
さ
れ
た
り
。
か
く

て
、
三
楽
の
宿
志
は
、
思
ひ
が
け
ず
も
、
秀
吉
に
よ
り
て
達
せ
ら
れ
た
る
が
、

三
楽
其
人
は
、
あ
く
ま
で
も
不
運
の
英
雄
な
り
き
。
北
条
氏
滅
亡
の
後
、
間
も

な
く
病
死
し
て
、
英
魂
む
な
し
く
筑
波
山
下
に
眠
る
。
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